
令和３年度（第２回）田川市社会教育委員の会議（書面開催）  

 

 

議事  

１  令和４年度教育施策方針（案）について【別紙】        

  例年、教育施策方針（本市教育委員会の教育目標等定めたもの）の策定  

に伴い、文化生涯学習課所管分について、事前に委員の皆様からご意見等  

いただいております。別添資料をご一読いただきご意見等いただきますよ  

うお願いします。  

 

２  家庭教育講座について                

  今年度、１、３、４回については開催。２、５回（２、３月で開催を検  

討していた）については、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い中止しま  

す。  

 

 

３  社会教育委員の視察について             

 新型コロナウイルスの感染拡大に伴い中止します。  

  

 

４  令和３年度活動報告【別紙２】                 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※意見等は、別紙、意見書に記載のうえ、ご返送ください。  

別紙１ 



 

令和４年度 

 

教育施策方針（案） 

（文化生涯学習課所管事業） 



１　取組（施策）方針 【文化生涯学習課】

⑴　強い絆で結ばれた地域共同体づくりを学校と共に推進します。

⑵　いつでもどこでも学べる生涯学習環境をつくります。

⑶　地域社会全体で子どもたちを見守り、その良さや個性を伸ばす環境づくりを進めます。

⑷　自分の人権を守り、他者の人権を尊重する地域社会づくりを推進します。

⑸　生涯にわたり楽しめるスポーツ活動を充実します。

⑹　豊かな心は育む芸術文化活動を支援します。

⑺　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用します。

⑻　国際交流・多文化共生を促進します。
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３　継続課題及びその他関連事業 【文化生涯学習課】

⑴ 学習振興・人権教育係

ア 学習振興分野
（ア）生涯学習学校開放推進事業の運営のあり方の検討
（イ）地域学校協働活動事業（放課後子どもチャレンジ教室）のあり方の検討
（ウ）生涯学習関係情報（子ども向け体験・イベント情報紙）の提供
（エ）実行委員会形式による成人式の充実
イ 人権教育分野
（ア）市民の人権意識・人権認識・人権感覚をさらに高めるための教育・啓発のあり方の研究
（イ）社会参加促進支援事業（識字学級）に対する支援
（ウ）田川市人権・同和教育推進協議会に対する支援
（エ）老朽化した教育集会所の改修

⑵ 公民館・スポーツ係
ア 校区活性化協議会
（ア）地域住民による地域活動の活性化及び啓発活動
（イ）事業の評価検証と人口・公民館数・均等割に応じた補助金配分率の適正化
（ウ）会計処理の均一化と適正な補助金管理
（エ）自主財源の確保と行財政改革に呼応した補助金の効率的執行
（オ）子どもの安心・安全を守る活動との連携
（カ）地域の人材の育成及び発掘等、人的資源の確保と役員の役割分担の適正化

イ 中央公民館（市民会館）活動
（ア）人材バンク事業
（イ）公民館講座
（ウ）公民館まつり
（エ）貸館業務
（オ）中央公民館施設の改修及び整備並びに機能の充実

ウ 地区公民館活動
（ア）地域のコミュニティセンターとしての機能の充実
（イ）地区公民館建設（増築・改修を含む。）助成措置
（ウ）公民館連絡協議会との連携
（エ）地区公民館未設置地域の組織の確立、条件整備

エ 生涯スポーツの普及振興
（ア）生涯スポーツの普及振興
　　　a ニュースポーツレクリエーション講習会の実施
　　　b 障害者スポーツの普及振興
（イ）少年スポーツ活動
　　　a カヌー体験教室
　　　b 小学１年生から３年生までを対象とした水泳教室の実施
（ウ）各種スポーツ大会
　　　a 市民体育大会の開催
　　　b 福岡県民スポーツ大会（夏季大会、秋季大会、冬季大会）への選手団派遣

⑶　文化係
　ア　田川市石炭・歴史博物館
　　(ア)　ユネスコ「世界の記憶」である「山本作兵衛コレクション」の適切な保存活用
　　(イ)　魅力ある企画の実施及び施設利用の促進
　　(ウ)　地域の歴史文化の担い手としての子ども学芸員の育成
　　(エ)　「ユニバーサル・ミュージアム」を目指した国際交流等の促進
　　(オ)　市内文化財の悉皆調査及び収蔵品の整理促進
　　(カ)　長寿命化計画に沿った適切な施設維持
　イ　田川市立図書館、田川市美術館、田川文化センター・田川青少年文化ホール
　　(ア)　市民サービスの向上を図るための指定管理者の企画力及び営業力を活用した施設運
　　　　営
　　(イ)　各施設の長寿命化計画に沿った適切な施設維持
　ウ　国指定史跡
　　(ア)　史跡筑豊炭田遺跡群保存活用計画に基づく適切な保存活用(追加指定の検討を含む)
　　(イ)　ユネスコ世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」の関係団体等との連携
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⑴ 学習振興・人権教育係

ア 学習振興分野
（ア）生涯学習学校開放推進事業の運営のあり方の検討
（イ）地域学校協働活動事業（放課後子どもチャレンジ教室）のあり方の検討
（ウ）生涯学習関係情報（子ども向け体験・イベント情報紙）の提供
（エ）実行委員会形式による成人式の充実
イ 人権教育分野
（ア）市民の人権意識・人権認識・人権感覚をさらに高めるための教育・啓発のあり方の研究
（イ）社会参加促進支援事業（識字学級）に対する支援
（ウ）田川市人権・同和教育推進協議会に対する支援
（エ）老朽化した教育集会所の改修

⑵ 公民館・スポーツ係
ア 校区活性化協議会
（ア）地域住民による地域活動の活性化及び啓発活動
（イ）事業の評価検証と人口・公民館数・均等割に応じた補助金配分率の適正化
（ウ）会計処理の均一化と適正な補助金管理
（エ）自主財源の確保と行財政改革に呼応した補助金の効率的執行
（オ）子どもの安心・安全を守る活動との連携
（カ）地域の人材の育成及び発掘等、人的資源の確保と役員の役割分担の適正化

イ 中央公民館（市民会館）活動
（ア）人材バンク事業
（イ）公民館講座
（ウ）公民館まつり
（エ）貸館業務
（オ）中央公民館施設の改修及び整備並びに機能の充実

ウ 地区公民館活動
（ア）地域のコミュニティセンターとしての機能の充実
（イ）地区公民館建設（増築・改修を含む。）助成措置
（ウ）公民館連絡協議会との連携
（エ）地区公民館未設置地域の組織の確立、条件整備

エ 生涯スポーツの普及振興
（ア）生涯スポーツの普及振興
　　　a ニュースポーツレクリエーション講習会の実施
　　　b 障害者スポーツの普及振興
（イ）少年スポーツ活動
　　　a カヌー体験教室
　　　b 小学１年生から３年生までを対象とした水泳教室の実施
（ウ）各種スポーツ大会
　　　a 市民体育大会の開催
　　　b 福岡県民スポーツ大会（夏季大会、秋季大会、冬季大会）への選手団派遣

⑶　文化係
　ア　田川市石炭・歴史博物館
　　(ア)　ユネスコ「世界の記憶」である「山本作兵衛コレクション」の適切な保存活用
　　(イ)　魅力ある企画の実施及び施設利用の促進
　　(ウ)　地域の歴史文化の担い手としての子ども学芸員の育成
　　(エ)　「ユニバーサル・ミュージアム」を目指した国際交流等の促進
　　(オ)　市内文化財の悉皆調査及び収蔵品の整理促進
　　(カ)　長寿命化計画に沿った適切な施設維持
　イ　田川市立図書館、田川市美術館、田川文化センター・田川青少年文化ホール
　　(ア)　市民サービスの向上を図るための指定管理者の企画力及び営業力を活用した施設運
　　　　営
　　(イ)　各施設の長寿命化計画に沿った適切な施設維持
　ウ　国指定史跡
　　(ア)　史跡筑豊炭田遺跡群保存活用計画に基づく適切な保存活用(追加指定の検討を含む)
　　(イ)　ユネスコ世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」の関係団体等との連携
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※

重点施策 4 　強い絆で結ばれた地域共同体づくりを学校と共に推進する

施策№ 31

　地域学校協働活動（郷土学習・部活動支援・登下校の見守り・社会奉
仕体験活動・放課後等学習活動等）を支援するとともに、学校・地域が
共通の目標・ビジョン（子ども像・学校像・地域像）を持って取り組む
「コミュニティ・スクール」の仕組みづくりの検討に参加する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 コミュニティ・スクールの検討への支援

事業開始年度 令和

目的等
学校教育課が導入を検討するコミュニティ・スクールと現在文化生涯学習課が実
施している地域学校協働活動事業との一体的な推進を図ることを目的に、地域学
校協働活動を支援する。

事業内容
・教育委員会内で、コミュニティ・スクールの検討に資する取組みの情報共有等
を密にするとともに、「コミュニティスクール」の仕組みづくりに関する検討会
議等へ参加する。

4 年度 令和４年度事業費（予算額） ― 千円

目　標（今後
の方向性）

・教育委員会内での情報共有　随時
・検討会議等への参加　随時
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※

目　標（今後
の方向性）

あいさつ運動を推進するための手段の一つであるポスターについて、学校関係者
等と連携して作成する。

募集作品　１０点　ポスター　２種類作成

目的等

すべての住民が笑顔であいさつを交わすことで、田川の明るいイメージづくりを
推進する。
市内小中学校を中心に、学校と地域が連携して“笑顔のハッピーオーラあいさつ
運動”に取り組むことで、強い絆で結ばれた家庭・地域社会を醸成する。

事業内容

１　ポスターを作成し、学校・公民館・施設等に配布して、あいさつ運動の意義
や必要性等を周知する。
２　青色パトカー巡回時に挨拶運動の啓発にも取り組み、機運を高める。
３　関係機関等と活動内容を協議し、実施する。

（不明） 令和４年度事業費（予算額） ― 千円

重点施策 4 　強い絆で結ばれた地域共同体づくりを学校と共に推進する

施策№ 32
　学校と連携して全市民が参加する「笑顔のハッピーオーラあいさつ運
動」に取り組み、"田川市の明るいイメージづくり"を推進する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 青少年対策事業

事業開始年度
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⑴　各校区活性化協議会区域の構築

※

目　標（今後
の方向性）

　中学校再編後の各校区活性化協議会の活動に与える影響及び新たな課題等につ
いて協議を重ね、各校区共通認識のもと、事業のあり方等の検討を支援する。

目的等

事業内容

事業開始年度 平成 10 年度 令和４年度事業費（予算額）

　これまで中学校校区ごとに活動してきた校区活性化協議会の活動を新中学校再
編後も連帯感あふれるコミュニティづくりを図る。

重点施策 4 　強い絆で結ばれた地域共同体づくりを学校と共に推進する

施策№ 33
　新中学校創設の校区再編成に伴う地域活動活性化事業（校区活性化協
議会）のあり方の検討を支援する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 地域活動活性化事業

― 千円
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目　標（今後
の方向性）

①　図書館、美術館、博物館によるデジタルサイネージを活用した企画情報の相
　互周知の通年実施
②　田川郷土研究会及びボランティア団体等と連携した企画を１回以上実施

目的等
 文化、歴史等地域性をいかした企画を推進し、地域や世代等を超えた交流機会
の拡大を図る。

事業内容

(図書館運営事業､美術館運営事業､石炭･歴史博物館運営等事業それぞれの一部)
①　図書館、美術館、博物館が、各々の企画情報を共有し相互に周知を図るとと
　もに、連携した企画を実施する。
②　企画を実施する中で、関係団体等と連携を図りながら、交流（地域、世代、
　親子等）の場を提供する。
③　田川郷土研究会及びボランティア団体等の特性をいかし、協働した取組をさ
　らに検討する。

28 年度 令和４年度事業費（予算額） ― 千円

重点施策 4 　強い絆で結ばれた地域共同体づくりを学校と共に推進する

施策№ 34 　ボランティア活動や教育・文化ふれあい交流活動を推進する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 教育・文化ふれあい交流活動の推進

事業開始年度 平成
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⑴　８校区における行事参加延べ人数　 ３０，１００人

⑵　８校区における行事延べ開催数 　　　　　１２８回

※

目　標（今後
の方向性）

　市内８中学校区に設置した活性化協議会の公民館部会・社会福祉部会・青少年
育成部会の３部会において、公民館活動や青少年健全育成及び地域福祉に重点を
置き、住民自ら考え、創意工夫に満ちた地域活動を行う。

目的等

事業内容

事業開始年度 平成 10 年度 令和４年度事業費（予算額）

　住民自らの企画・運営による創意工夫に満ちた地域活動を展開し、連帯感あふ
れるコミュニティづくりを図る。

重点施策 5 　いつでもどこでも学べる生涯学習環境をつくる

施策№ 35
　校区活性化協議会を中心に、住民が自ら考え、創意工夫する地域活動
を展開し、活気あふれる「生涯学習まちづくり」を目指す

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 地域活動活性化事業

25,769 千円
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①　市民会館における公民館講座及び人材バンク講座等の開設

②　「田川市公民館まつり」の開催

①　各種講座等の受講生　８８０名

②　公民館まつりの参加者数　２，２００名

※

目　標（今後
の方向性）

目的等

事業内容

事業開始年度 （不明） 令和４年度事業費（予算額）

　市民会館（中央公民館）は、市民の身近な暮らしや地域社会とつながる活動を
展開し、憩いの場、仲間づくりの場及び地域づくりの場として多彩な役割を果た
す生涯学習の拠点であることから、各種講座等を推進する。
　また、地区公民館は、地域住民の課題解決や学習の場であると同時に、人間関
係を深めるコミュニティの場でもあることから、公民館活動の活性化を図り、活
力ある地域社会の実現を目指す。

重点施策 5 　いつでもどこでも学べる生涯学習環境をつくる

施策№ 36 　市民ニーズに応じた学習機会の充実を図る

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 公民館運営事業

3,372 千円
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目　標（今後
の方向性）

・図書館イベントの参加者６００人
・モニタリング、定例会議（２４回）による指定管理者の問題点の把握、改善

目的等
幅広い分野の情報を集め、それを利用しやすい形で提供することで、新たな文化
との出会いの場を提供する活動を行い、本・人・文化がつながるように努める。

事業内容

　図書館サービスに対する市民満足度の向上を図るため、開館時間の延長や開館
日数の増加、専任の図書館長及び専任スタッフを配置、本に親しむための新たな
イベントを開催、伊田・後藤寺両商店街の空き店舗に設置した「街なか図書館・
美術館」等､指定管理者制度を活用した図書館機能の充実､整備を継続して行う｡

25 年度 令和４年度事業費（予算額） 81,046 千円

重点施策 5 　いつでもどこでも学べる生涯学習環境をつくる

施策№ 37 　市立図書館の整備充実を図る

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 図書館運営事業

事業開始年度 平成

10



※

重点施策 6
　地域社会全体で子どもたちを見守り、その良さや個性を伸ばす環境づ
くりを進める

施策№ 38 　家庭の教育力の向上に努める

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 家庭教育支援事業

事業開始年度 平成

目的等
保護者の育児力を高める学習の機会や情報を提供し、子どもたち
を健やかに育むための保護者の教育力の向上を図る。

事業内容

０歳から１８歳までの子どもの保護者等を対象に、家庭教育力の向上を図るため
の講座を実施する。また、県立大学の監修のもと作成した啓発冊子を活用し、学
校等で性教育に関する講座を開催する。
① 家庭教育講座(田川市社会教育委員の会議との共催）の開催
② 性教育に関する啓発冊子を活用した講座の開催

28 年度 令和４年度事業費（予算額） 331 千円

目　標（今後
の方向性）

① 家庭教育講座の開催 ５回、参加者 ２５人／回
② 性教育に関する啓発冊子を活用した講座の開催 ２回
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※

目　標（今後
の方向性）

１　青少年問題協議会、青少年育成連絡協議会、まちぐるみ子ども安全連絡会議
を開催する。
２　青色パトカーによる巡回活動を実施する。
３　青少年健全育成街頭啓発を実施する。
４　夜間街頭補導を実施する。
５　少年の主張「田川市大会」を実施する。
６　有害図書等の立入調査

青色パトロール車の運行（１日あたり）　２校区
青少年健全育成街頭啓発　２回
夜間街頭補導活動　２回/月
少年の主張大会参加者　３００人
立入調査の実施　２回

目的等

事業内容

事業開始年度 （不明） 令和４年度事業費（予算額）

次代を担う青少年の安全と健やかな成長を育むための事業を実施する。

重点施策 6
　地域社会全体で子どもたちを見守り、その良さや個性を伸ばす環境づ
くりを進める

施策№ 39
　地域の子どもを地域社会全体で育てる青少年の健全育成体制を強化す
る

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 青少年対策事業

6,512 千円
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※

重点施策 6
　地域社会全体で子どもたちを見守り、その良さや個性を伸ばす環境づ
くりを進める

施策№ 40
　学校や関係機関と連携して、子どもが放課後等に安心して過ごすこと
ができる居場所を確保するとともに子どもの学力や個性を伸ばし、自主
性・社会性を育む教育環境づくりを推進する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 地域学校協働活動事業

事業開始年度 平成

目的等
学校や関係機関と連携して、子どもが放課後等に安心して過ごすことができる居
場所を確保するとともに子どもの学力や個性を伸ばし、自主性・社会性を育む取
組を推進する。

事業内容

地域と学校の連携・協働の下、幅広い地域住民が参画し、地域全体で学び合い、
未来を担う子どもたちの成長を支え合う地域をつくることを目的に、放課後子ど
もチャレンジ教室を実施する。
① 実 施 校：市内小学校全校
② 対象、定員：小学校１年生及び２年生 各校３０人程度
③ 形 態：平日の放課後、週１回５０分程度
④ 会 場：小学校図書室等
⑤ 活 動：学習支援及び体験学習

28 年度 令和４年度事業費（予算額） 5,513 千円

目　標（今後
の方向性）

① 放課後子どもチャレンジ教室満足度 ９０％以上（保護者）
② 地域住民が運営スタッフなどで参加した人数 １４０人
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※

目　標（今後
の方向性）

夏休み小学生体験活動「トコナツキッズ」　参加者１２５人
子どもカルタ大会　参加人数　３５０人
子ども会との協働事業に伴う参加人数　４００人

目的等
子どもたちの生きる力を育むため、生活体験、社会体験、学習活動など地域活動
を推進する。

事業内容
１　小学生体験活動（トコナツキッズ）
２　子どもカルタ大会
３　子ども会育成会連絡協議会との協働事業

（不明） 令和４年度事業費（予算額） 5,955 千円

重点施策 6
　地域社会全体で子どもたちを見守り、その良さや個性を伸ばす環境づ
くりを進める

施策№ 40
　学校や関係機関と連携して、子どもが放課後等に安心して過ごすこと
ができる居場所を確保するとともに子どもの学力や個性を伸ばし、自主
性・社会性を育む教育環境づくりを推進する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 2 地域活動支援事業

事業開始年度
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※

目　標（今後
の方向性）

①田川市教育委員会人権・同和問題職員研修
　・全体集合研修　２回
　・職種別研修　　２回（事務局職員１回、教職員１回）
②各種研修会等への参加　随時

目的等
「市民一人ひとりの心に届く教育・啓発」を推進するため、人権問題に主体的・
積極的に取り組む行政職員・教職員の育成に取り組む。

事業内容
①「田川市教育委員会人権・同和問題職員研修計画」に基づく研修の実施
②人権教育担当職員の資質向上のための、人権・同和問題に関する各種研修会等
への参加

（不明） 令和４年度事業費（予算額） 223 千円

重点施策 7 　自分の人権を守り、他者の人権を尊重する地域社会づくりを推進する

施策№ 41
　「市民一人ひとりの心に届く教育・啓発」を推進するために人権問題
に主体的・積極的に取り組む行政職員・教職員の育成に取り組む

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 人権・同和教育事務

事業開始年度
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※

目　標（今後
の方向性）

・田川市人権・同和教育中央講座【３回】
・なるほど人権セミナーたがわ【５回】
・これだけは知っておきたい人権基礎講座【２回】
・校区人権・同和教育講座【８中学校区にて】
・地区公民館等人権・同和教育講座【通年】
・ＰＴＡ人権・同和教育講座【通年】
・子ども会地区学習会【通年】　　・人権フェスタinたがわ【１日】
・田川市リーダー養成合宿研修会（小学生）【１回】
・田川市中学生合同合宿研修会【１回】・田川市中学生冬季合同研修会【１回】
・啓発パネル展・ＤＶＤ上映【随時】

目的等
　市民一人ひとりが人権・同和問題を正しく学ぶことにより、人権意識・人権認
識・人権感覚を高め、差別を見抜き、差別を許さない意識を持った状態を目指す
ため、様々な人権問題についての研修会・学習会等を実施する。

事業内容

　①人権・同和問題に関する各種講座等の実施
　　・田川市人権・同和教育中央講座
　　・なるほど人権セミナーたがわ
　　・これだけは知っておきたい人権基礎講座　等
　②児童生徒を対象にした人権意識の育成及び仲間づくりのための学習等の実施
　　・人権学習（子ども会地区学習会）
　　・体験学習（田川市リーダー養成合宿研修会、田川市中学生合同研修会等）
　　・交流集会（人権フェスタinたがわ）

（不明） 令和４年度事業費（予算額） 3,018 千円

重点施策 7 　自分の人権を守り、他者の人権を尊重する地域社会づくりを推進する

施策№ 42
　行政・学校・地域・関係機関が協働で「人権のまちづくり」を推進す
る

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 人権・同和問題啓発事業

事業開始年度
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①　指定管理による体育施設の維持管理運営

②　体育施設におけるスポーツ教室の継続実施　

①　施設の改修・改善の実施率　１００％

②　スポーツ教室の開設　１３教室

※

目　標（今後
の方向性）

目的等

事業内容

事業開始年度 平成 18 年度 令和４年度事業費（予算額）

　市民のスポーツ活動の基盤としての役割を担えるよう、体育施設機能の充実
等、スポーツ環境を整備し、施設の利用促進やサービス向上を図るために、施設
の管理運営を強化する。

重点施策 8 　生涯にわたり楽しめるスポーツ活動を充実する

施策№ 43
　子どもから高齢者まで生涯にわたって、スポーツを楽しむことができ
る場を提供するとともに、競技人口の拡大に努める

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 社会体育施設運営事業

86,019 千円
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①　カヌー体験教室（小学４年生から６年生まで）の開催

②　小学校低学年水泳教室（小学１年生から３年生まで）の開催

①　カヌー体験教室の開催　２回

②　水泳教室の開催　５日間

※

目　標（今後
の方向性）

目的等

事業内容

事業開始年度 （不明） 令和４年度事業費（予算額）

　スポーツ活動は、体力の向上を図るものであるが、少年期においては体力の向
上だけではなく、協調性や責任感等あらゆる感性を養うものであり、多種多様な
活動を通じ、心身の健全育成と体力の向上を図る。

重点施策 8 　生涯にわたり楽しめるスポーツ活動を充実する

施策№ 44 　学校・地域と連携して、小中学生の体力向上に取り組む

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 地域スポーツ活動推進事業

235 千円
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⑴　障がい者スポーツ競技大会の開催　1回

※

目　標（今後
の方向性）

目的等

事業内容

事業開始年度 （不明） 令和４年度事業費（予算額）

　年齢や性別、障がいの有無などに関わらず、全ての人がスポーツを楽しみ互い
を理解し、障がい者スポーツへの関心を高める。

　体育施設指定管理者（田川市スポーツ協会）と連携し、障がい者スポーツ競技
団体の練習及び試合会場としての誘致を図るとともに、ホームページ等を通じて
広く市民へ周知を図る。

重点施策 8 　生涯にわたり楽しめるスポーツ活動を充実する

施策№ 45
　バリアフリー化された総合体育館を活用して、障がい者スポーツの普
及に努める

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 社会体育施設運営事業

― 千円
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目　標（今後
の方向性）

・市及び文化団体との共催事業の参加者　１，６００人
・モニタリング（１２回）による指定管理者の問題点の把握、改善

目的等
　自主的な文化芸術活動を行うことができる環境を提供し、市民の芸術を愛する
心を育て、豊かな情操を養う。

事業内容
　指定管理者制度を活用し、田川文化センター・田川青少年文化ホールの施設の
整備、受付のきめ細やかな対応、音響等の専門技術者の配置等を行い、利用しや
すい環境を構築する。

49・54 年度 令和４年度事業費（予算額） 39,991 千円

重点施策 9 　豊かな心を育む芸術文化活動を支援する

施策№ 46
　多くの市民が各施設を利用し、自主的な芸術文化活動を行うことがで
きる環境を整備する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 文化センター・青少年文化ホール運営事業

事業開始年度 昭和
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目　標（今後
の方向性）

・文化体験事業観覧者　７００人
・市民文化祭参加団体　４５団体
・文化振興基金奨励事業申請件数　１件

目的等
　文化団体等と連携して、優れた文化芸術に触れる機会や文化活動に参加できる
機会を作ることで、市民の芸術を愛する心を育て、豊かな情操を養う。

事業内容

⑴　市民の芸術文化活動である創作発表会を通して団体相互の交流を促進すると
　ともに市民文化の高揚を図るため、市民文化祭を開催する。
⑵　地域の芸術文化活動の向上発展に資するため、市内小学校の児童生徒が優れ
　た舞台芸術を体験できるよう芸術文化体験事業を実施し、関係機関や文化団体
　等と協力連携して優れた舞台芸術、公演等の招聘に努める。
⑶　こども音楽祭を実施することで、市内園児、小中学校の児童生徒、高校生、
　一般市民に対して楽器演奏、吹奏楽、合唱等日頃の練習成果を発表する場を提
　供し、園児から大人まで相互の音楽交流と発展に努める。
⑷　文化団体の育成を図り、文化活動が市民に定着するよう支援し、市民の自主
　的な芸術・文化活動等を奨励するため「田川市文化振興基金」の効果的な運用
　を図る。
⑸　関係団体を支援し、連携強化を図りながら地域に受け継がれた伝統文化、特
　色ある地域文化の育成に努める。

58 年度 令和４年度事業費（予算額） 1,829 千円

重点施策 9 　豊かな心を育む芸術文化活動を支援する

施策№ 47
　市民が心豊かで質の高い生活を送るため、文化団体等と連携して、優
れた芸術文化に触れる機会や文化活動に参加できる機会をつくる

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 文化振興事業

事業開始年度 昭和
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目　標（今後
の方向性）

・出前事業、ワークショップの参加者数　１３０人
・企画展入館者数　１３，５００人
・モニタリング、定例会議（２４回）による指定管理者の問題点の把握、改善

目的等
　市民の教育、学術及び文化の向上に資するため、優れた芸術文化を鑑賞する機
会や文化活動に参加できる機会を提供し、市民が心豊かな質の高い生活を送れる
よう取組を実施する。

事業内容

　指定管理者制度の活用により、企画展事業の充実、民間の営業力による貸館事
業の増大、伊田・後藤寺両商店街の空き店舗に設置した「街なか図書館・美術
館」等を活用した教育普及事業、学校連携事業等を拡充し、市民満足度のさらな
る向上を図る。

3 年度 令和４年度事業費（予算額） 62,486 千円

重点施策 9 　豊かな心を育む芸術文化活動を支援する

施策№ 48 　市立美術館のさらなる整備充実を図る

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 美術館運営事業

事業開始年度 平成
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目　標（今後
の方向性）

①　炭坑遺産等の調査　２件以上
②　「石炭産業と人権問題研究会」開催　３回

目的等
　博物館のテーマである石炭産業史について、炭坑遺産や人権問題などの調査研
究を継続的に行い、市民や博物館利用者等へ成果を還元する。

事業内容

①　炭坑遺産について、継続的な調査研究や記録保存、普及活動を実施し、地域
　資源としての活用を図る。
②　博物館に設置した「石炭産業と人権問題研究会」により、有識者とともに調
　査研究を行う。成果については、人権の視点に立った博物館の展示や解説に活
　かしつつ、学校教育にも活用できるよう検討する。

元 年度 令和４年度事業費（予算額） 42 千円

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する

施策№ 49
　田川の石炭産業と人権問題、地域の歴史、文化財、考古、民俗といっ
た幅広い分野での調査研究を行い、その成果を広く市民に還元する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 世界記憶遺産保存・活用等事業

事業開始年度 令和
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※１　文化財：長い歴史の中で生まれ、育まれ、守り伝えられてきた有形・無形の遺産のこと
※２　文化財等の悉皆調査：有形・無形等の種別を問わず、あらゆる文化財等を把握する調査
　　のこと
※３　指定文化財：価値が高い文化財として、国・県・市が指定するもの

目　標（今後
の方向性）

①　市内文化財等悉皆調査の件数　５件以上
②　埋蔵文化財の再整理　１遺跡
③　文化財関連普及活動（見学会、看板更新、講座など）　３回以上
④　筑豊炭田遺跡群を活用した取組実施回数　１回以上

目的等

　市内に現存するあらゆる文化財※１等の悉皆調査※２を行い、特に重要な文化財
については、「田川市文化財保護条例」に基づき指定して保護に努めるととも

に、国・県・市指定文化財※３を中心に、文化財を学校教育や生涯学習、あるい
は観光資源や学術資料として、活用と普及を図る。

事業内容

①　市内文化財の悉皆調査を行うとともに、特に重要な文化財については、田
川市文化財専門委員会への諮問・答申によって文化財指定して保存する。
②　埋蔵文化財をはじめとする博物館収蔵資料の再整理を行い、市民等の活用
に資する。
③　遠賀川流域の古墳同時公開や発掘調査現地説明会、また、博物館の展示や
講座等に加え、市HP等の媒体や案内看板等の整備を通して、文化財の普及を関
係団体及び個人と連携して実施する。
④　史跡保存活用計画に基づき、飯塚市及び直方市と連携しながら、国指定史
跡である筑豊炭田遺跡群（三井田川鉱業所伊田坑跡）の保存活用を推進する。

57 年度 令和４年度事業費（予算額） 4,132 千円

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する

施策№ 49
　田川の石炭産業と人権問題、地域の歴史、文化財、考古、民俗といっ
た幅広い分野での調査研究を行い、その成果を広く市民に還元する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 2 文化財保存・活用等事業

事業開始年度 昭和

24



※　埋蔵文化財：土地に埋蔵されている文化財を「埋蔵文化財」といい、具体的には貝塚、古
　墳、住居跡、城跡などの「遺跡」と、それらに含まれる土器、石器、鉄器、木器などの「遺
　物」を指す。

目　標（今後
の方向性）

倉ヶ原遺跡発掘調査（県受託事業）の完了

目的等 埋蔵文化財※の保護に努める。

事業内容

①　市内の開発計画に伴う埋蔵文化財事前審査を行い、工事内容によっては試
　掘・確認調査を実施して、効果的な現状保存を図る。
②　現状保存が図れない場合は、発掘調査（記録保存）を実施する。
③　県受託事業である県道田川直方線新設に伴う発掘調査（倉ヶ原遺跡）を実施
　する。

57 年度 令和４年度事業費（予算額） 4,957 千円

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する

施策№ 49
　田川の石炭産業と人権問題、地域の歴史、文化財、考古、民俗といっ
た幅広い分野での調査研究を行い、その成果を広く市民に還元する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 3 埋蔵文化財発掘調査事業

事業開始年度 昭和
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目　標（今後
の方向性）

①　博物館イベント参加者数　２００人
②　企画展開催時の１日来館者平均数　１１０人

目的等
　市博物館が所蔵する山本作兵衛コレクションの適切な保存・展示環境を維持管
理し、当該コレクションの活用を図る。

事業内容

①　策定した山本作兵衛コレクションの保存活用計画等に沿って、適切な保存・
　展示環境を維持管理するとともに、効果的な保存措置を実現するための保存科
　学的な調査研究を継続して行う。
②　原画展の開催や講座、イベントなど、山本作兵衛コレクションの効果的な活
　用を行う。
③　コロナ禍で激減した入館者数の回復に努める。

24 年度 令和４年度事業費（予算額） 1,110 千円

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する

施策№ 50
　ユネスコ「世界の記憶」に登録された「山本作兵衛コレクション」の
保存活用に取り組むとともに関係機関とも連携し、市外に向けた情報発
信、連携事業等に力を入れ、石炭・歴史博物館の来館者数増加を目指す

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 世界記憶遺産保存・活用等事業

事業開始年度 平成
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目　標（今後
の方向性）

①　無料及び減免対象者への解説実施件数　３００件
②　子ども学芸員参加者数　５人以上
③　子ども（学校）向け講座の開催　２回以上

目的等 　学校や関係団体等と連携して、次世代の歴史と文化の担い手を育成する。

事業内容

①　小中学校の博物館見学に対して博物館内外の解説を行う。
②　子ども学芸員育成講座などの子ども向け講座やワークショップといった参加
　型の各種講座等を実施する。
③　オンラインを活用した出前授業を実施する。

24 年度 令和４年度事業費（予算額） 41,990 千円

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する

施策№ 51

　来館者に親しまれ、魅力ある石炭・歴史博物館にするため、貴重な文
化遺産・地域の歴史を受け継ぎ、次代に伝え、ふるさとを愛する心を育
むための事業（子ども学芸員事業や博物館講座、歴史・文化検定試験
等）を学校と連携しながら推進する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 石炭・歴史博物館運営等事業

事業開始年度 平成
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※　民俗文化財：衣食住、生業、信仰、年中行事等に関する風俗慣習、民俗芸能、民俗技術及
　びこれらに用いられる衣服、器具、家屋、その他の物件など人々が日常生活の中で生み出し､
　継承してきた有形・無形の文化財を指す。

目　標（今後
の方向性）

①　伝統芸能保持団体補助　４団体
②　消滅の危機にある民俗文化財調査　２件以上

目的等 　近年の社会情勢の変化とコロナ禍により、失われつつある郷土の民俗文化財※

について、伝承と後継者の育成に努める。

事業内容

①　民俗芸能について、補助金の交付や博物館講座等の普及活動、また学校等の
　地域活動と連携しながら、伝承活動を支援する。
②　各地の祭礼行事等は同時期に実施されるため、消滅の危機にある祭礼行事を
　優先するなど効率的な実態調査に努め、田川郷土研究会等の関係団体や専門家
　や地域等と連携して、情報収集、関連文献、ヒアリング調査などの悉皆調査を
　進める。

57 年度 令和４年度事業費（予算額） 266 千円

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する

施策№ 52
　ふるさと田川の貴重な伝統芸能の保存のため、学校・地域・関係機関
と連携して後継者の育成に取り組む

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 文化財保存・活用事業

事業開始年度 昭和
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※１　ユニバーサル・ミュージアム：子ども、高齢者、外国人、障がい者等を含む全ての人々
　　が楽しめる博物館をいう。
※２　やさしい日本語：伝えたい情報を精査した上で、文章構造を簡単にし、ふりがなを振る
　　などして、外国人でもわかりやすいようにした日本語のこと。

目　標（今後
の方向性）

博物館での台湾関連展示や講演会の実施　１回以上

目的等
　外国人をはじめとする様々な背景を持つ人々が、博物館の展示や本市の歴史を
容易に理解できる機会を創出する。

事業内容

①　ユニバーサル・ミュージアム※１を目指し､多言語の音声ガイドやパンフレッ

　ト、やさしい日本語※２による解説パネル等を作成する。
②　博物館と友好館である台湾・新平渓煤礦博物園区や関係者と連携して、台湾
　での山本作兵衛コレクションの展示や講演会を実施する。
③　博物館で台湾関係者による展覧会や講演会を行って、市民レベルでの国際交
　流を図る。

24 年度 令和４年度事業費（予算額） ― 千円

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する

施策№ 53
　学校や関係機関と連携しながら、国籍や民族の異なる人々が共につな
がり合い、安心して生きていくことの出来る多文化共生のまちづくりを
推進する。

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 世界記憶遺産保存・活用等事業

事業開始年度 平成
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※

目　標（今後
の方向性）

①在日外国人の人権問題に関する講座の実施【２回】
②その他の人権問題に関する各種講座等の実施【８回】
③多文化共生をテーマにしたＤＶＤの上映【人権週間期間中】

目的等
学校、地域、関係機関・団体及び関係課等と連携しながら、国籍や民族の異なる
人々が互いを理解し共につながり合い、安心して生きていくことの出来る多文化
共生のまちづくりを推進する。

事業内容

①「なるほど人権セミナー」等において、在日外国人の人権問題に関する講座を
実施する。
②多文化共生のまちづくりは人権尊重のまちづくりであることから、その他の人
権課題に関する講座についても適切に実施する。
③市民会館プロムナードにおいて、多文化共生をテーマにしたＤＶＤの上映を行
う。

3 年度 令和４年度事業費（予算額） 1,059 千円

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用する

施策№ 54
　在日外国人の実態を踏まえた上で、多文化共生に関する研修会等を行
う

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 人権・同和問題啓発事業

事業開始年度 令和
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令和３年度田川市社会教育委員活動報告
会議名・研修会名 会場等 内　容 備　考

7月4日 日 第1回家庭教育講座
田川市民会館
10：00～11：45

○内容：「発達に重要な影響を及ぼす睡眠」
○講師：社会医療法人財団 池友会 福岡新
水巻病院
母子未来センター長　白川 嘉継　さん

7月7日 水
福岡県市町村社会教育委員新任
者研修会

福岡県立社会教育
総合センター（篠栗
町）
13：30～16：10

新任の市町村社会教育委員等を対象に社会教
育委員の役割や直面する社会教育の課題につ
いての研修を行い、社会教育の充実・振興を
図ることを目的に開催。
○説明「福岡県の現状と課題」、説明者「福
岡県社会教育総合センター社会教育主事」
○実践発表 「心がつながる「ふれあい囲
碁」、発表者「築上町社会教育委員 信田
淳　氏」
○講話「行動する社会教育委員を目指し
て」、講師「滋賀大学教育学部 神部 純一
氏」

公用車利用

【書面開催】
第1回社会教育委員の会議
※意見書を集約し、7/15成立

-

○令和3年度教育施策方針について
○令和3年度活動計画について
○令和3年度家庭教育講座について

7月30日 金
福岡県社会教育委員連絡協議会
第１回理事会・評議員会

オンライン開催（田
川市民会館）
※例年吉塚合同庁舎

福岡県社会教育委員連絡協議会は、福岡県内
全ての社会教育委員の資質向上等を目的に研
修会の実施、社会教育委員の活動に関する情
報の収集や提供に努めている。
【内容】
○令和2年度事業・決算・会計監査報告
○令和3年度事業計画及び予算等

対象：会長

9月17日 金
筑豊地区市町村社会教育委員研
修会に伴う第1回実行委員会（担
当市：糸田町）

オンライン開催
（田川市民会館）

筑豊地区の社会教育委員の資質向上・連携強
化等を目的に筑豊地区合同で開催している研
修会。実行委員会では研修会案について協
議。

対象：会長

10月17日 日 第3回家庭教育講座
田川市民会館
10：00～11：45

○内容：うちの子、最高！
○講師：幼児教育・家庭教育専門家 熊丸
みつ子　さん

11月11日 木
福岡県社会教育委員連絡協議会
筑豊地区評議員会

オンライン開催
（田川市民会館）
※臨時開催

福岡県社会教育委員連絡協議会理事等を選出
するため開催。

対象：会長

11月19日 金
筑豊地区市町村社会教育委員研
修会

オンライン開催
（田川市民会館）

講演　社会教育委員の役割と実践
講師　西九州大学子ども学部
　　　教授　上野　景三　氏

11月27日 土 第4回家庭教育講座
田川市民会館
10：00～11：45

○内容：「続、新型コロナウイルス感染症に
かからないために」～ワクチン接種後でも用
心したいあれこれ～
○講師：ささき子どもクリニック 院長
佐々木　宏和　さん

12月19日 日
第51回九州ブロック社会教育研究
大会

オンライン開催

本大会は、社会教育関係者や学校教育関係者・ま
ちづくり関係者が一堂に会し、各県、各地域の多様
な「連携・協働」の実践について学び合い、語り合う
ことを通して、「住みたい、住み続けたい、もどって
きたい」ふるさとづくりに向けた、社会教育の新たな
可能性を考える契機とするため開催。
○全体会
○分科会

【書面開催】
福岡県社会教育研究大会
※内容は、社会教育委員の手引
き（その41）に掲載

※例年、福岡県立社
会教育総合センター
（篠栗町）
10：00～15：10

各地域における社会教育の振興を担う社会教
育委員としての役割を再度確認し、地域づく
りにつながる仕掛けについて事例を通して学
ぶことで、福岡県の社会教育の充実と振興に
つなげることを目的に開催。
主催：福岡県社会教育委員連絡協議会
【掲載内容】
○福岡県社会教育委員連絡協議会表彰者
○寄稿 「コロナ禍における社会教育の在り
方について」独立行政法人教職員支援機構つ
くば中央研修センターセンター長 清國 祐
二　氏

公用車利用

日　程

別紙２



令和３年度田川市社会教育委員活動報告
会議名・研修会名 会場等 内　容 備　考日　程

別紙２

【書面開催】 第2回社会教育委員の会議 -

○令和4年度教育施策方針について
○令和3年度活動報告について
○その他

【中止】 第2回家庭教育講座
田川市民会館
10：00～11：45

○内容：「虐待が子どもに与える影響」
○講師：福岡県立大学看護科学部 准教授
原田　直樹　さん

【中止】 第5回家庭教育講座
田川市民会館
10：00～11：45

○内容：未定
○講師：宮原絵里さん、馬渡英子さん

【中止】
筑豊教育事務所管内市町村教育
委員・社会教育委員等人権・同
和教育研修会

嘉麻市
13：40～16：10

福岡県人権教育・啓発基本指針の趣旨に基づ
いた研修を通して、学校教育・社会教育にお
ける人権・同和教育啓発上の諸問題について
理解し、市町村における人権・同和教育行政
の推進に役立てることを目的に開催。

公用車利用

【中止】 社会教育委員研修視察 - -
公用車利用


